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I.  使用済製品等のリユースに関する自治体によるモデル実証事業及び使

用済衣類回収のシステム構築に関するモデル実証事業の支援及び検証 

第１章 令和５年度モデル事業の支援等 
リユース関連事業者や、市民団体等と連携した先導的な使用済製品等のリユースに関する施策を

実施する自治体を支援することを目的とし、環境省が公募する「令和５年度使用済製品等のリユー

スに関する自治体モデル実証事業」において、実施自治体に対する技術的支援等を行った。また、生

活者が手軽に衣類を回収に出しやすい環境づくりに向けた取組を行う自治体や事業者、ＮＰＯを支

援することを目的とし、環境省が公募する「令和５年度使用済衣類回収のシステム構築に関するモ

デル実証事業」において、事業実施者に対する技術的支援等を行った。 
令和５年度においては、申請書類等に基づく審査（※有識者４名で実施。申請書に基づく書類審査

の上、審査委員会を開催）を行った結果、計８件の事業を採択した。実施団体は、愛知県蒲郡市、神

奈川県座間市、東京都八王子市、愛知県豊田市、学校法人山内学園 香蘭女子短期大学、京都府京都

市、株式会社京葉十二社広告社、株式会社 BIG EYE COMPANY である。 
各団体のモデル実証事業成果報告書を以降に整理する。 

 
図表 1 令和５年度使用済製品等のリユースに関する自治体モデル実証事業 採択事業一覧 

  事業の名称 事業の概要 

愛知県蒲郡市 

高齢者の力でリユース推

進！粗大ごみのネット販

売によるサーキュラーエ

コノミーモデル化事業 

令和４年度から粗大ごみをネットショップで販売する取組

を実施している。今年度は市職員が限られた時間で対応し

てきた出品や引渡等の作業を蒲郡市シルバー人材センター

に委託することで、リユース割合の向上を目指す。 
 この取組によるごみや CO2 の削減量、販売に係る収支の

バランス、費用対効果を検証し、地域における持続可能なリ

ユースの仕組みを全国の自治体で横展開できるモデルを構

築する。 

神奈川県座間市 あなたの街の思いやりリ

ユースプロジェクト 

「まだ使えるが自分には不要になったもの」「大切に使って

くれる人に譲りたいもの」を所有する市民と、それを必要と

し、製品の状態や思いを理解し貰い受ける市民同士のマッ

チングを促し、地域内でのリユース品の循環を推進する取

組。マッチング後の配送の手間を削減することを目的に粗

大ごみの収集運搬事業者による運搬や、市内に受け渡し

BOX を設ける等の施策を実施する。 

東京都八王子市 
地域のデジタルプラット

フォームを活用した不要

品のリユース実証事業 

不要となった再利用可能な品物をごみとして出す前に市民

から受け取り、オンラインを活用して、引取りを希望する方

へ有償または無償にて引渡す取組。本年度は粗大ごみ収集

でのリユース品のピックアップや、セルフレジ等の導入に

よるスタッフの省人化にも取り組むとともに、過去の取組

結果も踏まえ、事業の費用対効果や効果的な運営方法の検

討を実施する。 

  



2 
 

図表 2 令和５年度使用済衣類回収のシステム構築に関するモデル実証事業 採択事業一覧 

  事業の名称 事業の概要 

愛知県豊田市 

「衣類」の資源循環・サー

キュラーエコノミー実証

等～使用済ユニフォーム

や衣類の回収、再製品化を

「ミライのフツー」に～ 

若者と共に産学官民が連携した脱炭素社会推進プロモー

ション事業（NewVibeZ）の一環として実施する取組。連携

企業の使用済みユニフォームをケミカルリサイクル・再製

品化し、その前処理の一部を就労継続支援 B 型事業所にて

実施することで地域内の支え合いを実現。また、市周辺で開

催される集客力の高いイベント等において、衣類回収や企

業向けオンラインセミナー等を実施する。 

学校法人山内学園 
香蘭女子短期大学 

若年層（Ｚ世代）における

使用済衣類回収・循環のシ

ステム構築に係る実証事

業 

授業の一環として、古着の収集・リユース等を行い、地域の

フリーマーケット及びフリマアプリで販売することで、地

域の衣類廃棄を削減する取組。 
 また、若年層への影響力が高いインフルエンサーとも連

携し、古着の利活用・販売等をＺ世代向けにデモンストレー

ション・周知する活動を実施する。取組の様子はオンライン

で配信し、より幅広い地域・消費者への周知を目指す。 

京都府京都市 

地域内での使用済衣服の

回収＆循環のプラット

フォーム「RELEASE ⇔

CATCH（リリース・キャッ

チ）」創出のための実証事

業 

京都市内に衣服を回収する回収 BOX を設置し、古着事業者

による仕分けを行い、再利用可能な衣服について、小売り・

卸事業者やイベント等で販売、循環させるプラットフォー

ム「RELEASE⇔CATCH」（令和４年度に構築）の回収 BOX
設置場所拡大、リユースの販路拡大を目指す。また、

「RELEASE⇔CATCH」を活用し、アップサイクル製品の販

売、リサイクルルートの多様化、教育現場への普及啓発を目

指す。 

株式会社京葉十二社

広告社 

こども服交換会・フォーマ

ル服レンタルの会・こども

服おゆずり会 

東京都江戸川区において、こども服の交換会・おゆずり会及

びフォーマル服レンタル会を開催する。こども服の交換会・

おゆずり会では、小さくなってこどもが着られなくなった

洋服を持ち寄り、必要な方に無料で引き取っていただくリ

ユースの機会を設ける。区内で各種取組を開催することで、

区民への情報周知を通じて、衣類を大切に循環させる仕組

みを活用してもらうことを目指す。 

株式会社 BIG EYE 
COMPANY 

使用済み衣服の広域回収

＆ 循 環 プ ロ ジ ェ ク ト

『 KURU KURU Fashion 
Project』 

本事業では徳島県内で特に廃棄衣類の課題を抱える自治体

とともに使用済み衣類の回収を行い、広域での廃棄衣料の

再利用化と再資源化に向けた連携体制の構築を目指す。今

年度は初年度として、上勝町の町内施設及び徳島県庁での

衣類回収、県庁職員を対象とした分別ワークショップ、リメ

イク・リペアの上での再利用、マテリアルリサイクルの実施

等を行う。 

 
 



3 
 

１．愛知県蒲郡市：高齢者の力でリユース推進！粗大ごみのネット販売によるサーキュ

ラーエコノミーモデル化事業 
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２．神奈川県座間市：あなたの街の思いやりリユースプロジェクト 
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３．東京都八王子市：地域のデジタルプラットフォームを活用した不要品のリユース実

証事業 
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４．愛知県豊田市：「衣類」の資源循環・サーキュラーエコノミー実証等～使用済ユニ

フォームや衣類の回収、再製品化を「ミライのフツー」に～ 
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５．学校法人山内学園 香蘭女子短期大学：若年層（Ｚ世代）における使用済衣類回収・

循環のシステム構築に係る実証事業 
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６．京都府京都市：地域内での使用済衣服の回収＆循環のプラットフォーム「RELEASE

⇔CATCH（リリース・キャッチ）」創出のための実証事業 
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７．株式会社京葉十二社広告社：こども服交換会・フォーマル服レンタルの会・こども

服おゆずり会 
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８．株式会社 BIG EYE COMPANY：使用済み衣服の広域回収＆循環プロジェクト

『KURU KURU Fashion Project』 
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９．モデル事業の成果 

モデル事業の成果は、地域の実情に応じて他自治体に横展開されていくことが望ましい。モデル

事業への参画者（自治体や事業者、住民等）の意見・反応等を踏まえると、リユースモデルの推進

に向けた検討・分析を行うには、必要なリソース（人員、予算、連携事業者、保管場所等）、実施時

の課題及び課題解決の方向性を整理し、事業実施のために必要な手順を明らかにしていくことが有

用と考えられた。特に、モノの流れ、連携先などを整理するにおいては、下表のような整理イメー

ジが考えられた。今後、過年度のモデル事業を含めて事例整理を行うことで、有用な検討に繋がる

ことが期待できる。 
これまでのモデル事業での市民意識は「リユース品として排出」「ごみとして排出」と大別され、

各地域の実情に応じて、適切な方法でリユースを推進していくことが望ましいと考えられる。さら

に、今後の方向性としては、空き家等の課題も含めて退蔵品をどのようにリユース市場に流通させ

るか、また、高齢化などの社会課題より「排出したくともできない」という層も一定存在すると思

われ、それらの層にアプローチしていくことも想定される。 
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図表 3 使用済製品等のリユースに関する自治体モデル実証事業（令和４、５年度）の成果分析（案） 

市民の意識 取組概要 モノの流れと実施事項 

リユース品

として排出 

【タイプ１】 
「排出者→実施主体 
→欲しい人」 

 
・実施主体が製品受取、リユース可能かの判断、管理、引き渡しを実施。製

品の保管場所が必要 
・マッチング、売買・譲渡の手続きをプラットフォーム活用等が有効 
 
※手引きでの類型「リユース品回収方式」の発展型 

 
【タイプ２】 
「排出者→欲しい人」 
（CtoC に近い） 
 
・座間市では「アプリで事前にマッチング」の上、ロッカーを使って授受 
・亀岡市は売れ残ったものの処理がポイント（民間リユース事業者と連携） 
 
※手引きの類型「イベント方式」の発展型 

 
【タイプ３】 
「排出者→リユース業→欲しい人」 
 
・オンラインでリユース業者を探せるプラットフォームを紹介。 
・プラットフォーム上のリユース業者の法令順守状況等が重要。 
 
※手引きの類型「リユース事業者リスト方式」の発展型 

 
ごみとして

排出 

排出者は粗大ごみとして排出 
「排出者→実施主体→欲しい人」 
 
・実施主体が収集、リユース可否判断、管理、引き渡しを実施。 
・欲しい人とのマッチング・決済手続きをプラットフォーム活用 
 
※手引きの類型「市町村回収後選別方式」の発展型 

 
※表中「手引きでの類型」との記載は、「市町村による使用済製品等のリユース取組促進のための手引き」との関連を整理。 
※上記以外に、庁舎等で使用しなくなった物品を市民に譲渡する取組、事業者の不用品（コーヒー麻袋）を美化活動に活用（いずれも令和４年度、座間市）も実施されている。 
※「使用済衣類回収のシステム構築に関するモデル実証事業」についても同様の考え方で整理していくことが可能。 

排出者 実施主体
（保管場所） 欲しい人

ジモティーが「ジモティースポット」を運営、
製品の受取、選別、マッチング、引き渡し、
決済手続きまで実施

自ら保管場所に運ぶ
（無料で排出可能）

保管場所に取りに行く
購入（お金を支払い、商品受け取り）

製品の受取・選別、
管理、引き渡し

市の清掃工場で受取、引き渡し
（ウェブサイトで製品紹介等）

八王子市
川崎市

坂戸市

■モノの所有権は、排出者→実施主体→欲しい人

アプリでマッチング（Commonアプリ）

ロッカーで授受（Commonスポット）※東急電鉄
または、市が「排出者→欲しい人」へ製品配送

排出者 引き渡し場所
・方法提供 欲しい人

座間市

市と町内会が公民会等で受取、
引き渡し（イベント開催、交換促進）

亀岡市

■モノの所有権は、排出者→欲しい人（マッチングと引き渡し場所の提供）

排出者 リユース業 欲しい人

持ち込みまたは
引き取り（主に買取）

配送または店舗に訪問
購入（お金を支払い、商品受け取り）

リユース品の買取
保管・管理、販売

坂戸市
川崎市

■モノの所有権は、排出者→リユース業→欲しい人（市はリユースすることを働きかけ）

粗大ごみ依頼の際に「おいくら」
を紹介、リユースを促す

排出者 実施主体
(市町村の清掃工場) 欲しい人

粗大ごみ排出
（有料、市が回収）

配送または保管場所に取りに行く
お金を支払い、商品受け取り

リユース品の選別、
保管・管理、引き渡し

蒲郡市
メルカリのPFを利用し
マッチング、決済手続き

■モノの所有権は、排出者→実施主体→欲しい人

市が収集、リユース品の選
別、保管・管理、引き渡し
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第２章 過年度のモデル事業のフォローアップ調査 

１．調査概要 

環境省が支援した「令和４年度使用済製品等のリユースに関する自治体モデル実証事業」（６団

体）を対象にフォローアップ調査を実施し、モデル事業終了後の取組状況、他の地域・事業者等へ

の展開・波及状況等を収集・整理し、取りまとめた。 
具体的には、各モデル事業実施団体に e-mail にて調査票を配布し、記入いただいた上で、事務局

まで返送いただいた（12 月～１月に配布、１月末までに回答を得た）。回答結果を踏まえて、必要

に応じて、内容の確認・精査のために電話等で詳細を把握した。 
具体的な調査項目を下図表に示す。 
 

図表 4 「令和４年度使用済製品等のリユースに関する自治体モデル実証事業」における事業一覧 

実施団体 事業名、事業概要 

京都府亀岡市 民間企業及び地元自治会と連携したリユース品回収の実施と効果の可視化 
リユースの推進のため、市民が「不要になったがまだ使用できる物品」を持ち込

んだり、持ち帰ったりすることのできるイベントを２度開催。引き取り手が現れ

なかった物品は、連携先企業（㈱ecommit）が買い取り、保管と販売を実施。 
京都府京都市 地域内での使用済衣服の回収＆循環のプラットフォーム “Release⇔CATCH”創

出のための検討・実証事業 
家庭で不要になった衣服の回収 BOX を市内に設置し、再利用可能な衣服を販売

するなどして、市内で循環させるプラットフォーム” Release⇔CATCH”の立ち

上げを行った。 
神奈川県座間市 埋もれている再利用価値発掘活用大作戦！ 

飲料メーカーから排出されるコーヒー豆の麻袋を市が回収し、自治会の美化活動

でごみ袋として再利用した後、堆肥の原料や燃料として活用した。また、麻袋の

活用アイデアを市民から募集して希望者に配布した。加えて、市役所で不要と

なった物品を市民に無償で配布する取組を実施。 
神奈川県川崎市 地域情報の掲示板サイト（デジタルプラットフォーム）を活用した、官民連携・

譲り合いスポットによる先導的かつ総合的なごみ減量・リユース促進事業 
ごみの減量化・リユースの促進を目的に、市民が不要となった使用済み製品を譲

り合いスポットに持ち込み、新たな利用者に譲渡する仕組みを導入した。また、

市が回収したリユース可能な使用済み製品（資源物、粗大ごみとして排出された

品）も併せて譲渡を行った。 
東京都八王子市 オンラインを活用した不要品のリユース実証事業 

粗大ごみなどの減量及び資源の有効活用を目的に、市民が不要となった再利用可

能な品物を市民から受け取り、新たな利用者に譲渡する仕組みを導入した。実施

にあたっては、ノウハウを有す民間企業を公募によって選定し、市民の利便性向

上や事業の効率化を図った。 
埼玉県坂戸市 子育て世帯向けリユース品のマッチング事業 

子育て世帯の支援とごみ減量を目的として、子育て世帯向けにリユース品のマッ

チング事業を実施した。また、不用品の買い取り価格の査定を受けられるプラッ

トフォームを紹介し、リユースを推進した。 
（出所）「令和４年度使用済製品等のリユースに関する自治体モデル実証事業」報告書概要版を元に作成 
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図表 5 過年度のモデル事業のフォローアップ調査項目 

調査項目 設問内容 

事業継続状況（選択肢） ○選択肢）「１．モデル事業の取組を継続している」、「２．実施内容

の見直しをした上で継続している」、「３．継続していない」、「４．

その他」 
モデル事業終了後の事業実

施状況（概要） 
○モデル事業を踏まえた、貴団体での令和５年４月～現在までの活動

状況についてご回答ください。（もし、何らかの事情により、活動

が継続・展開されていない場合には、その理由・原因等について記

載ください） 
貴団体でのモ

デル事業の成

果活用状況

（詳細） 

定性的な 
活動実績 

○どのような取組を実施しているか、貴団体内の活動を中心にご記載

ください。 
定量的な 
活動実績 

○リユース実績（または回収量）など、その他活動を定量的に表現で

きる項目（回収ボックス設置数など） 
他の団体への波及・展開に

向けた活動について 
○貴団体の取組内容について、他の団体への波及・展開に向けた活動

についてご回答ください（例えば、○○団体に情報提供した、○○

の機会で取組を紹介した、○○と連携して事業を展開することに

なった、など） 
今後の予定（選択肢） ○選択肢）「１．取組を引き続き継続する」「２．実施内容の見直しを

した上で継続していく」「３．事業中止・取り止めを予定している」

「４．未定」 
今後の予定（概要） ＜前の設問で選択肢１または２を選択した場合＞ 

○貴団体でのモデル事業の成果を活用した活動予定ならびに他の団体

への波及・展開に向けた活動予定をご記載ください。 
＜前の設問で選択肢３または４を選択した場合＞ 
○事業中止・取り止めを予定している理由・原因等、または未定であ

る理由について詳細に記載ください。 
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２．調査結果概要1 

２.１  事業の継続状況 

事業の継続状況について、「モデル事業の取組を継続している」との回答が２件、「実施内容の見

直しをした上で継続している」が４件、「継続していない」との回答はなかった。 

いずれも「モデル事業の取組を継続している」もしくは「実施内容の見直しをした上で継続して

いる」との回答であった。 

 

図表 6 事業の継続状況 

 
 

図表 7 「実施内容の見直しをした上で継続している」の具体的な内容 

実施団体 「実施内容の見直しをした上で継続している」と回答した具体的な内容 
京都府亀岡市 令和５年度は、市イベント、地元自治会で計４回リユース品回収・交換会を開催しま

した。 
回収品目、回収方法を変更しながら、ごみの減量、リユース率の向上に努めています。 
リユース基準、受付方法を見直し改善することで、リユース率の向上、処分量を減少

させることができました。 
神奈川県川崎市 令和４年度モデル事業では本市負担なくリユーススポットの運営を行っていたが、令

和５年度はスポット運営に係る費用を市が一部負担することで民間事業者と引き続

き連携、運営を継続している。 
東京都八王子市

※ 
令和５年度も 10 月より、株式会社ジモティーと連携し、昨年度と同様の事業を実施

している。 
埼玉県坂戸市 令和５年度より西清掃センター内にモデル事業で実施した９品目を中心に子育て世

帯支援のリユース品を常時展示し、市内外を問わず希望者へ先着順で譲渡を継続して

いる。 
※東京都八王子市は「令和５年度使用済製品等のリユースに関する自治体モデル実証事業」において引き続き実証 

  

 
1 詳細な回答結果は電子ファイル納品「令和 5 年度_過年度モデル事業フォローアップ調査_回答結果整理」を参照 
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